
４
月
の
「
集
中
授
業
」
か

ら
始
ま
っ
た
道
具
つ
く
り
、

図
面
理
解
、
墨
付
け
、
基
本

的
な
継
手
・
仕
口
の
加
工
の

総
復
習
課
題
が
「
カ
レ
ッ
ジ

フ
レ
ー
ム
」
で
す
。
最
終
回

の
授
業
（
6
月
24
日
）
で
は

残
念
な
が
ら
、
時
間
内
に
全

員
が
完
成
さ
せ
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
（
23
人
中

16
人
の
完
成
）
。
完
成
し
て

も
、
寸
法
を
計
測
す
る
と
ズ

レ
が
あ
り
、
作
品
に
玄
能
に

よ
る
凹
み
が
目
立
つ
な
ど
色
々

な
反
省
点
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
全
員
が
建
築
で

何
が
一
番
大
切
か
、
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
与
え
ら

れ
た
図
面
を
正
確
に
理
解
し
、

精
度
の
高
い
墨
付
け
と
加
工

が
行
わ
れ
る
こ
と
。
最
高
の

状
態
の
道
具
を
使
う
こ
と
。

ス
ピ
ー
ド
と
共
に
、

美
し
さ
に
も
気
を
配

る
こ
と
。
そ
し
て
期

日
に
間
に
合
わ
せ
る

こ
と
な
ど
で
す
。
今

秋
の
実
習
棟
実
習
に

向
け
て
、
た
く
さ
ん

の
気
づ
き
を
得
ま
し

た
。
反
省
点
の
自
覚

を
含
め
て
一
歩
一
歩

成
長
し
て
い
ま
す
。
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「カレッジ フレーム」課題で
建築で何が一番大切か、学んだ

6月8日から2日間、
愛知県内で行われた
「第51回全国職業訓練
生及び講師・実務担当
者交流集会（全国職訓
生交流集会）」（全建
総連主催、18校参加）
のミニ弁論大会で、本

校2年生（第27期生）の磯谷結加さんが最
優秀賞に選ばれました＝写真。
磯谷さんは「故郷(島根県隠岐の島)で放

置されている空き家を改修し、再び居住用
として貸し出したい。そのために今、学ん
でいる」「今あるものを大切に次世代につ
なぐことができる建築従事者になりたい」
と話しました。
「新規入職者を増やすにはどうしたらい

いか」をテーマに行った班別意見交流では
「新人への教え方や休日のあり方について
モデル作成が必要ではないか」など具体的
な改善策が出されました。こうした主張は
この交流集会ではほぼ毎回出されており、
切実な若者の声を受け止め、労働組合とし
て改善に向けた真剣な取り組みが今後求め
られます。

1年生の
授業から

「
空
き
家
の
改
修
で
故
郷
に
貢
献
し
た
い
」
２
年
生
の
磯
谷
さ
ん

全
国
職
訓
生
交
流
集
会

ミ
ニ
弁
論
大
会
で
最
優
秀
賞

４
班
に
分
か
れ
て
話
し
合

い
、
班
別
に
意
見
を
ま
と

め
て
全
体
会
で
発
表
。

「カレッジ フレーム」と呼ばれる継手仕口の複合構造
体の平面図。各部位を正確に加工しないと全体はゆがん
だものになる。

放課後に地道に練習して着実に
上達した山口響亮さん（右）

完
成
品
は
寸
法
と
見
栄
え
を
点
検

完
成
し
て
大
喜
び
の
当
麻
源
基

さ
ん
（
相
羽
建
設
）



各
専
門
工
事
職
の
実

技
実
習
は
ど
れ
も
初
め

て
体
験
す
る
も
の
ば
か

り
な
の
で
、
研
修
生
か

ら
大
変
人
気
の
高
い
授

業
で
す
。
本
校
で
は
母

体
の
東
京
土
建
の
組
合

員
さ
ん
の
協
力
で
、
型

枠
・
鉄
筋
、
左
官
、
水

道
設
備
、
塗
装
、
襖
・

ク
ロ
ス
、
タ
イ
ル
、
板

金
の
作
業
の
一
部
を
体

験
し
て
も
ら
い
ま
す
。

住
宅
建
築
に
は
こ
の
他

に
も
大
事
な
専
門
工
事

が
あ
り
ま
す
が
、
時
間

配
分
の
関
係
で
こ
の
７

つ
の
職
種
で
実
技
実
習

を
行
っ
て
い
ま
す
。
あ

ら
ゆ
る
現
場
を
管
理
で

き
る
人
材
を
育
て
る
こ

と
が
本
校
は
目
指
し
て

い
ま
す
。

な
お
、
１
年
次
で
は

ガ
ラ
ス
工
事
会
社
を
経

営
す
る
卒
業
生
が
講
師

と
な
り
、
座
学
で
ガ
ラ

ス
の
授
業
も
行
っ
て
い

ま
す
。

２
年
次
の
こ
の
時
期

は
卒
業
制
作
の
テ
ー
マ

設
定
が
行
わ
れ
ま
す
。

現
在
、
提
示
さ
れ
て
い

る
テ
ー
マ
は
以
下
の
通

り
。「

牛
車
（
太
鼓
）
」

「
ビ
リ
ヤ
ー
ド
台
」

「
灯
篭
（
と
う
ろ
う
）
」

「
ベ
ン
チ
」
「
イ
ス
」
。

建
築
を
学
ぶ
者
と
し
て

な
ぜ
、
そ
の
題
材
を
選

ん
だ
の
か
、
先
生
た
ち

か
ら
理
由
を
厳
し
く
問

わ
れ
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
と
し
て
恥
ず
か
し

く
な
い
設
計
図
面
、
施

工
計
画
の
立
案
と
実
行

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
卒

制
は
修
了
試
験
の
実
技

課
題
「
化
粧
棒
隅
木
」

の
授
業
と
並
行
し
て
行

う
こ
と
に
な
る
た
め
、

カ
レ
ッ
ジ
生
活
の
２
年

次
の
後
半
は
研
修
生
た

ち
に
と
っ
て
か
な
り
ハ
ー

ド
な
日
々
と
な
り
ま
す
。

こ
の
試
練
も
学
習
で
す
。
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２年生の
授業から

東京建築カレッジは、来春入学希望者を
募集しています。応募資格は「入学時に
18歳以上で、建築の仕事に携わりながら
建築技術者・技能者を志す意欲ある方」。
また、建築業で働いていることが入学資格
のため、本校を社員研修に取り入れている
就職先の紹介も行っています。
第1回選考会の応募締め切りは8月18日

（金）、入学選考会は8月23日（水）。第
2回選考会の応募締め切りは 9月22日（金）、
入学選考会は9月27日（水）です。
8月6日（日）には江東実習場でオープ

ンキャンパス（学校説明会）を開きます。
午前9時半から・午後1時半からの2回。

あらゆる現場を管理できる人をめざして

各専門工事職を体験

襖（ふすま）作りに
挑戦する2年生

卒
制
の
テ
ー
マ
設
定

来
春
入
学
（
第
29
期
生
）
募
集
開
始

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

で
は
卒
業
生
講
師
に
よ

る
分
か
り
や
す
い
解
説

で
実
習
棟
を
見
学
で
き

る
。

今年度の公開講座テーマは「空き家の再生に挑む」
「東京建築カレッジの学びを生かして何ができるか」

今年11月4日（土）
開催予定の東京建築
カレッジ第24回公
開講座のテーマが決
まりました。
大きな社会問題に
なっている空き家の
増加は建築従事者と
して無関心でいられ
ません。まず現況を
知り、カレッジの学
びを生かして何がで
きるか、考えます。
現場の事例報告者
や卒業生出演者の人
選を急ぎ進めていま
す。9月初旬にはポ
スターやチラシを配
布できる見通しです。日本経済新聞 2023年5月14日の記事「（ドキュメント日本）空き家、20年

で1.5倍の全国849万戸／古民家再生 外国人を魅了」から。

本
校
母
体
の
東
京
土
建
が
８
月
27
日
（
日
）
に
開
催
す
る

「
け
ん
せ
つ
の
し
ご
と
フ
ェ
ス
タ
」
に
、
第
19
期
生
の
Ｋ
さ

ん
（
下
写
真
）
が
出
演
し
ま
す
。
Ｋ
さ
ん
は
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー

「
大
工
の
エ
リ
ザ
ベ
ス
」
で
す
。
大
工
の
仕
事
の
実
際
と
や

り
が
い
を
語
り
ま
す
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
片
岡
茂
樹
教

務
運
営
委
員
、
測
量
授
業
の
永
井
孝
明
講
師
も
出
演
し
ま
す
。


